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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）若しくは式（ＩＩ）若しくは式（ＩＩＩ）：
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【化１】

（式（Ｉ）中、Ｒ５及びＲ６は互いに独立してＣ１～Ｃ６アルキルアミノ基、Ｃ１～Ｃ６

アルキルシアノ基、Ｃ１～Ｃ６アルキル基、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ基、ベンジル基、水素
原子、Ｃ１～Ｃ６ヒドロキシアルキル基及びＣ４～Ｃ６ポリヒドロキシアルキル基からな
る群から選択され、該アルキル基（複数）は直鎖又は分岐であり、
式（Ｉ）又は式（ＩＩ）又は式（ＩＩＩ）中、Ｒ７は水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１～Ｃ

６アルキル基、ヒドロキシル基、ニトロ基、シアノ基、アシル基、アミノアシル基及びメ
トキシ基からなる群から選択され、
式（Ｉ）又は式（Ｉ）又は式（ＩＩＩ）中、Ｒ８’、Ｒ８’’及びＲ８’’’は互いに独
立して、水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１～Ｃ６アルキル基、ヒドロキシル基、ヒドロキシ
ルアミン基、ニトロソ基、ニトロ基、メトキシメチル基、アシル基、アミノアシル基、メ
トキシ基及びヒドロキシアルキル基からなる群から選択され、
式（Ｉ）又は式（Ｉ）又は式（ＩＩＩ）中、少なくとも１つのメトキシメチル基がフェニ
ル基の少なくとも１つに結合している）の化合物、化粧品として許容可能なその塩又はそ
れらの混合物。
【請求項２】
　Ｒ７がヒドロキシル基又はメトキシ基からなる群から選択される、請求項１に記載の式
（Ｉ）又は式（ＩＩ）又は式（ＩＩＩ）の化合物。
【請求項３】
　Ｒ５及びＲ６が互いに独立して、水素原子及びヒドロキシアルキル基からなる群から選
択される、請求項１又は２に記載の式（Ｉ）の化合物。
【請求項４】
　前記化合物が以下のものからなる群から選択される、請求項１～３のいずれか一項に記
載の式（Ｉ）又は式（ＩＩ）又は式（ＩＩＩ）の化合物：
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【表１】

【表２】
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【請求項５】
　化粧品として許容可能な担体中に、請求項１～４のいずれか一項に記載の少なくとも１
つの式（Ｉ）又は式（ＩＩ）又は式（ＩＩＩ）の化合物を含む繊維の染色用の組成物。
【請求項６】
　ケラチン繊維又は合成繊維の染色用の組成物である、請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　組成物の総重量に対して０．０００１％～１０％の範囲の総量の式（Ｉ）又は式（ＩＩ
）又は式（ＩＩＩ）の化合物（複数の場合もある）を含む、請求項５又は６に記載の組成
物。
【請求項８】
　１．５～１１の範囲のｐＨを有する、請求項５～７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　前記組成物が少なくとも１つのアルカリ化剤を含み、該アルカリ化剤がアンモニア、水
酸化アンモニウム、炭酸アンモニウム、アルカノールアミン、グアニジウム塩、アルカリ
金属水酸化物、アルカリ金属炭酸塩及びそれらの混合物からなる群から選択される、請求
項５～８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記組成物が少なくとも１つの酸化剤を含み、該酸化剤が過酸化水素、無機アルカリ金
属過酸化物、有機過酸化物、無機過酸化水素化物塩漂白化合物及びそれらの混合物からな
る群から選択される、請求項５～９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１】
　請求項５～１０のいずれか一項に記載の組成物を繊維に塗布することを含む、繊維を染
色する方法。
【請求項１２】
　ケラチン繊維又は合成繊維を染色する方法である、請求項１１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はアゾ直接染料を用いた、例えばヒト毛髪等のケラチン繊維の染色に関する。
【背景技術】
【０００２】
　毛髪染料の適用による毛髪色の永久的な変化がよく知られている。所望の色調及び色の
強度を消費者に提供するために、複雑な化学プロセスが利用される。永久染毛配合物は通
例、酸化毛髪染料前駆体を含み、これらはキューティクルを通って毛髪及び毛皮質中に拡
散し、その後互いに、また好適な酸化剤と反応して、最終染料分子を形成し得る。配合物
のサイズが大きくなるため、得られる分子は、その後の水及び／又は洗浄剤による洗浄中
に毛髪から容易に拡散することがない。それ故、消費者が望む色永続性がもたらされる。
この反応は通例、アルカリ化剤及び酸化剤の存在下でおよそｐＨ１０の厳しい環境におい
て行われる。通例、酸化剤を含む酸化組成物（顕色剤及び／又は酸化成分とも称される）
及びアルカリ化剤を含む染料組成物（毛髪用染料（tint）又は染料成分とも称される）、
並びに存在する場合、前駆体染料分子を使用直前に混合する。消費者は、所望の毛髪色、
色調及び色の強度を維持するために、及び新たに成長した毛髪（hair growth）の被覆を
含む毛髪の継続的で均一な被覆を確実にするために、このプロセスを定期的に繰り返す。
適用条件下で、永久染毛配合物に現在使用されている毛髪染料前駆体の一部は消費者の皮
膚と接触して浸透し、場合によっては皮膚アレルギーの原因となる可能性がある。
【０００３】
　この問題を克服しようとするために、新たな酸化染料前駆体、すなわち２－メトキシメ
チル－ｐ－フェニレンジアミンが開発されている。実際に、以前の情報（communications
）及び刊行物では、この新たな酸化染料前駆体がより有利な毒性プロファイルを示し、同
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されていることが見出されている。理論に束縛されることを望むものではないが、メトキ
シメチル側鎖をｐ－フェニレンジアミンに導入することで、その感作能が軽減され、アレ
ルギー誘発のリスクが低減され得るとも考えられる（非特許文献１）。２－メトキシメチ
ル－ｐ－フェニレンジアミン及びその誘導体は以下の式：
【０００４】
【化１】

【０００５】
（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４は互いに独立してＣ１～Ｃ６アルキルアミノ基、Ｃ１

～Ｃ６アルキルシアノ基、Ｃ１～Ｃ６アルキル基、Ｃ１～Ｃ６アルキルオキシ基、ベンジ
ル基、水素原子、Ｃ１～Ｃ６ヒドロキシアルキル基又はＣ４～Ｃ６ポリヒドロキシアルキ
ル基からなる群から選択され、該アルキル基は直鎖又は分岐であり得る）に従って規定さ
れる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】Toxicology and Applied Pharmacology, 274 (2014) 480-487
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　永久染毛組成物を使用する代わりに、直接染料を含む一時又は半永久染毛配合物を使用
することが可能である。これらの一時又は半永久染毛配合物に現在使用されている直接染
料の一部は、場合によっては皮膚アレルギーの原因となる可能性もある。したがって、感
作能の低減、ひいてはアレルギー誘発のリスクの低減を特徴とする直接染料化合物及びこ
れらの直接染料化合物を含む組成物を提供する必要性が依然として存在している。
【０００８】
　さらに、これらの一時又は半永久染毛配合物に現在使用されている直接染料の一部は、
過酸化水素等の酸化剤の作用に感受性が高い可能性もあるため、概して酸化剤をアルカリ
化剤と組み合わせて含むライトニング（lightening）直接染料組成物には使用不能である
。したがって、酸化剤をアルカリ化剤と組み合わせて含む組成物に使用することができる
直接染料化合物を提供する必要性も依然として存在している。
【０００９】
　最後に、毛髪を黄色又は橙色に色付けることができる直接染料化合物及びこれらの直接
染料化合物を含む組成物を提供する必要性も存在している。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、式（Ｉ）若しくは式（ＩＩ）若しくは式（ＩＩＩ）：
【００１１】
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【化２】

【００１２】
（式（Ｉ）中、Ｒ５及びＲ６は互いに独立してＣ１～Ｃ６アルキルアミノ基、Ｃ１～Ｃ６

アルキルシアノ基、Ｃ１～Ｃ６アルキル基、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ基、ベンジル基、水素
原子、Ｃ１～Ｃ６ヒドロキシアルキル基及びＣ４～Ｃ６ポリヒドロキシアルキル基からな
る群から選択され、該アルキル基（複数）は直鎖又は分岐であり、
式（Ｉ）又は式（ＩＩ）又は式（ＩＩＩ）中、Ｒ７は水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１～Ｃ

６アルキル基、ヒドロキシル基、ニトロ基、シアノ基、アシル基、アミノアシル基及びメ
トキシ基からなる群から選択され、
式（Ｉ）又は式（Ｉ）又は式（ＩＩＩ）中、Ｒ８’、Ｒ８’’及びＲ８’’’は互いに独
立して、水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１～Ｃ６アルキル基、ヒドロキシル基、ヒドロキシ
ルアミン基、ニトロソ基、ニトロ基、メトキシメチル基、アシル基、アミノアシル基、メ
トキシ基及びヒドロキシアルキル基からなる群から選択される）の化合物、化粧品として
許容可能なその塩又はそれらの混合物に関する。
【００１３】
　本発明はまた、化粧品として許容可能な担体中に、本明細書で先に規定される少なくと
も１つの式（Ｉ）又は式（ＩＩ）又は式（ＩＩＩ）の化合物を含む繊維の染色用の組成物
に関する。
【００１４】
　最後に、本発明はまた、上に記載の組成物をケラチン繊維に塗布する、繊維を染色する
方法に関する。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本明細書で使用される場合、「ケラチン」という用語は表皮組織中に見られ、角質、毛
髪及び爪等の硬構造へと変化する硬タンパク質を指す。本明細書で使用される場合、「毛
髪」という用語は生体、例えば人体上、若しくは非生体、例えばウィッグ、ヘアピース中
のケラチン繊維、又は非生物のケラチン繊維の他の集合体を指す。哺乳動物、好ましくは
ヒトの毛髪が好ましい。特に、毛髪、羊毛、毛皮及び他のケラチン繊維も本明細書に記載
の化合物及び組成物による着色に好適な基材である。
【００１６】
　本明細書において特定の構造を指すときには、合理的な追加の互変異性構造の全てを含
むと理解されるものとする。当該技術分野では互変異性構造は或る単一の構造によって表
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【００１７】
　全ての比率又はパーセンテージは、特に記載のない限り重量比又は重量パーセンテージ
とする。
【００１８】
アゾ直接染料化合物
　本発明は、以上に述べられる式（Ｉ）又は式（ＩＩ）又は式（ＩＩＩ）の化合物に関す
る。
【００１９】
　式（Ｉ）、式（ＩＩ）又は式（ＩＩＩ）の化合物は、フェニル基の少なくとも１つに結
合した少なくとも１つのメトキシメチル基を含み得る。
【００２０】
　本発明によるアゾ直接染料化合物の少なくとも一部は、他のアゾ直接染料化合物よりも
有利な毒性プロファイルを有し得る。実際に、理論に束縛されることを望むものではない
が、少なくとも１つのメトキシメチル基を化合物のフェニル基の少なくとも１つに導入す
ることで、メトキシメチル側鎖をｐ－フェニレンジアミンに付加して２－メトキシメチル
－ｐ－フェニレンジアミン酸化染料前駆体を得る場合と同様に、その感作能が軽減され、
アレルギー誘発のリスクが低減され得ると考えられる。さらに、他の技術的用途、例えば
布地の着色、インク印刷等におけるこれらの染料の使用も、染料の低い毒性特性及び低い
感作特性によって強く恩恵を受ける可能性がある。本発明によるアゾ直接染料化合物の少
なくとも一部は、過酸化水素等の酸化剤の存在下で十分に安定しており、したがって酸化
剤をアルカリ化剤と組み合わせて含むライトニング直接染料組成物に使用することができ
る。最後に、本発明によるアゾ直接染料化合物の少なくとも一部は、毛髪を黄色又は橙色
に色付けることができる。
【００２１】
　式（Ｉ）又は式（ＩＩ）又は式（ＩＩＩ）において、Ｒ７はヒドロキシル基又はメトキ
シ基からなる群から選択され、代替的にはＲ７はメトキシ基であり得る。
【００２２】
　式（Ｉ）において、Ｒ５及びＲ６は互いに独立して、水素原子及びヒドロキシアルキル
基からなる群から選択され得る。ヒドロキシアルキル基はヒドロキシエチル基であり得る
。
【００２３】
　式（Ｉ）又は式（ＩＩ）又は式（ＩＩＩ）の化合物は、以下のものからなる群から選択
することができる：
【００２４】
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【００２５】
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【表２】

【００２６】
式（Ｉ）又は式（ＩＩ）又は式（ＩＩＩ）の化合物を得る方法
　以上のアゾ直接染料化合物は、オルト置換アニリン誘導体の自己ジアゾ化によって達成
可能である。これらの化合物は従来の合成法に従って得ることができる。
【００２７】
　本願の以下のセクションでは、本発明による化合物を調製するプロセスを説明する。
【００２８】
式（１ａ）の２－（メトキシメチル）－４－｛（Ｅ）－［２－（メトキシメチル）フェニ
ル］ジアゼニル｝アニリン化合物、化粧品として許容可能なその塩又はそれらの混合物の
調製
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　式（１ａ）の２－（メトキシメチル）－４－｛（Ｅ）－［２－（メトキシメチル）フェ
ニル］ジアゼニル｝アニリン化合物、化粧品として許容可能なその塩又はそれらの混合物
を、以下に記載される工程ａ）、工程ｂ）及び任意の工程ｃ）を含むプロセスに従って調
製する。
【００２９】
ａ）２－メトキシメチルアニリン（ｉｉ）を用いたジアゾ化によって式（ｉｉｉ）の中間
体を得た後、該式（ｉｉｉ）の中間体と２－メトキシメチルアニリン（ｉｉ）との間のジ
アゾカップリングによって中間体２－（メトキシメチル）－４－｛３－［２－（メトキシ
メチル）フェニル］トリアザ－１－エン－１－イル｝アニリン（ｉｖ）を合成する工程：
【００３０】
【化３】

【００３１】
　この工程は、２－メトキシメチルアニリン（ｉｉ）を式（ｉｉｉ）の中間体へと変換す
るために少なくとも１つのニトロソ化剤の存在下で行われる。ニトロソ化剤（複数の場合
もある）は亜硝酸ナトリウム、亜硝酸カリウム、五酸化二窒素、ニトロシル硫酸及びそれ
らの混合物からなる群から選択することができる。
【００３２】
　この工程は少なくとも１つの鉱酸又は有機酸の存在下で行われる。鉱酸又は有機酸は塩
化水素、トリフルオロ酢酸、硫酸、亜硫酸、炭酸、硝酸、酢酸、プロピオン酸、リン酸及
びそれらの混合物からなる群から選択することができる。代替的には、鉱酸又は有機酸は
塩化水素、硫酸、亜硫酸、酢酸及びそれらの混合物からなる群から選択することができる
。代替的には、鉱酸又は有機酸は酢酸であり得る。
【００３３】
　この工程は少なくとも１つのラジカル捕捉剤の存在下で行ってもよい。ラジカル捕捉剤
はアクリロニトリル、メタクリレート、尿素及びそれらの混合物からなる群から選択する
ことができる。少なくとも１つのラジカル捕捉剤の使用は、化合物（ｉｖ）の全収率に悪
影響を及ぼす可能性があるアゾタール（azotars）の形成のリスクを低減するために特に
有利であり得る。
【００３４】
　この工程において使用される溶媒（複数の場合もある）は１，２－ジメトキシエタン、
ペンタン、シクロペンタン、ヘキサン、シクロヘキサン、ベンゼン、トルエン、１，４－
ジオキサン、ジエチルエーテル、テトラヒドロフラン、メチル－テトラヒドロフラン、ｎ
－ペンタノール、ｎ－ブタノール、酢酸、プロピオン酸、シュウ酸、マロン酸、硫酸、リ
ン酸、イソペンタノール、ｔ－ブタノール、イソプロパノール、ｎ－プロパノール、エタ
ノール、メタノール、グリコール、塩化水素、水及びそれらの混合物からなる群、代替的
にはｎ－ブタノール、イソプロパノール、ｎ－プロパノール、エタノール、メタノール、
酢酸、プロピオン酸、シュウ酸、マロン酸、塩化水素、硫酸、リン酸及びそれらの混合物
からなる群、代替的にはｎ－プロパノール、酢酸、プロピオン酸、シュウ酸、マロン酸、
塩化水素、硫酸、リン酸及びそれらの混合物からなる群から選択することができる。
【００３５】
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　式（１ａ）の化合物の形成は所与の反応条件下で副反応として観察することができる：
【化４】

【００３６】
ｂ）式（１ａ）の２－（メトキシメチル）－４－｛（Ｅ）－［２－（メトキシメチル）フ
ェニル］ジアゼニル｝アニリン化合物を、工程ａ）において得られる中間体２－（メトキ
シメチル）－４－｛３－［２－（メトキシメチル）フェニル］トリアザ－１－エン－１－
イル｝アニリン（ｉｖ）の転位によって合成する工程：
【００３７】

【化５】

【００３８】
　この工程は少なくとも１つの鉱酸又は有機酸の存在下で行われる。鉱酸又は有機酸は塩
化水素、トリフルオロ酢酸、硫酸、亜硫酸、炭酸、硝酸、酢酸、プロピオン酸、リン酸及
びそれらの混合物からなる群から選択することができる。代替的には、鉱酸又は有機酸は
塩化水素、硫酸、亜硫酸、酢酸及びそれらの混合物からなる群から選択することができる
。代替的には、鉱酸又は有機酸は酢酸であり得る。
【００３９】
　混合物のｐＨは塩基を添加することによって増大する。塩基は酢酸ナトリウムであり得
る。
【００４０】
　この工程において使用される溶媒（複数の場合もある）は１，２－ジメトキシエタン、
ペンタン、シクロペンタン、ヘキサン、シクロヘキサン、ベンゼン、トルエン、１，４－
ジオキサン、ジエチルエーテル、テトラヒドロフラン、メチル－テトラヒドロフラン、ｎ
－ペンタノール、ｎ－ブタノール、酢酸、プロピオン酸、シュウ酸、マロン酸、硫酸、リ
ン酸、イソペンタノール、ｔ－ブタノール、イソプロパノール、ｎ－プロパノール、エタ
ノール、メタノール、グリコール、塩化水素、水及びそれらの混合物からなる群、代替的
にはｎ－ブタノール、イソプロパノール、ｎ－プロパノール、エタノール、メタノール、
酢酸、プロピオン酸、シュウ酸、マロン酸、塩化水素、硫酸、リン酸及びそれらの混合物
からなる群、代替的にはｎ－プロパノール、酢酸、プロピオン酸、シュウ酸、マロン酸、
塩化水素、硫酸、リン酸及びそれらの混合物からなる群から選択することができる。
【００４１】
　更なる工程ｃ）において、式（１ａ）の化合物を化粧品として許容可能な塩へと変換す
ることができる。化粧品として許容可能な塩は任意の無機又は有機の化粧品として許容可
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能な塩であり得る。化粧品として許容可能な塩は塩化物塩、硫酸塩、硫酸水素塩又はマロ
ン酸塩から選択することができる。式（１ａ）の化合物は塩化水素、硫酸、リン酸、酢酸
、リンゴ酸及びそれらの混合物からなる群から選択される鉱酸又は有機酸を用いて、化粧
品として許容可能な塩へと変換することができる。
【００４２】
式（１ｂ）の（２－｛（Ｅ）－［４－アミノ－３－（ヒドロキシメチル）－フェニル］ジ
アゼニル｝－フェニル）メタノール化合物、化粧品として許容可能なその塩又はそれらの
混合物の調製
　式（１ｂ）の（２－｛（Ｅ）－［４－アミノ－３－（ヒドロキシメチル）－フェニル］
ジアゼニル｝－フェニル）メタノール化合物、化粧品として許容可能なその塩又はそれら
の混合物を、以下に記載される工程ａ）、工程ｂ）及び任意の工程ｃ）を含むプロセスに
従って調製する。
【００４３】
ａ）２－ヒドロキシメチルアニリン（ｉｉ）を用いたジアゾ化によって式（ｉｉｉ）の中
間体を得た後、該式（ｉｉｉ）の中間体と２－ヒドロキシメチルアニリン（ｉｉ）との間
のジアゾカップリングによって中間体２－（ヒドロキシメチル）－４－｛３－［２－（ヒ
ドロキシメチル）フェニル］トリアザ－１－エン－１－イル｝アニリン（ｉｖ）を合成す
る工程：
【００４４】
【化６】

【００４５】
　この工程は、２－ヒドロキシメチルアニリン（ｉｉ）を式（ｉｉｉ）の中間体へと変換
するために少なくとも１つのニトロソ化剤の存在下で行われる。ニトロソ化剤（複数の場
合もある）は亜硝酸ナトリウム、亜硝酸カリウム、五酸化二窒素、ニトロシル硫酸及びそ
れらの混合物からなる群から選択することができる。
【００４６】
　この工程は少なくとも１つの鉱酸又は有機酸の存在下で行われる。鉱酸又は有機酸は塩
化水素、トリフルオロ酢酸、硫酸、亜硫酸、炭酸、硝酸、酢酸、プロピオン酸、リン酸及
びそれらの混合物からなる群から選択することができる。代替的には、鉱酸又は有機酸は
塩化水素、硫酸、亜硫酸、酢酸及びそれらの混合物からなる群から選択することができる
。代替的には、鉱酸又は有機酸は酢酸であり得る。
【００４７】
　この工程は少なくとも１つのラジカル捕捉剤の存在下で行ってもよい。ラジカル捕捉剤
はアクリロニトリル、メタクリレート、尿素及びそれらの混合物からなる群から選択する
ことができる。少なくとも１つのラジカル捕捉剤の使用は、化合物（ｉｖ）の全収率に悪
影響を及ぼす可能性があるアゾタールの形成のリスクを低減するために特に有利であり得
る。
【００４８】
　この工程において使用される溶媒（複数の場合もある）は１，２－ジメトキシエタン、
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ペンタン、シクロペンタン、ヘキサン、シクロヘキサン、ベンゼン、トルエン、１，４－
ジオキサン、ジエチルエーテル、テトラヒドロフラン、メチル－テトラヒドロフラン、ｎ
－ペンタノール、ｎ－ブタノール、酢酸、プロピオン酸、シュウ酸、マロン酸、硫酸、リ
ン酸、イソペンタノール、ｔ－ブタノール、イソプロパノール、ｎ－プロパノール、エタ
ノール、メタノール、グリコール、塩化水素、水及びそれらの混合物からなる群、代替的
にはｎ－ブタノール、イソプロパノール、ｎ－プロパノール、エタノール、メタノール、
酢酸、プロピオン酸、シュウ酸、マロン酸、塩化水素、硫酸、リン酸及びそれらの混合物
からなる群、代替的にはｎ－プロパノール、酢酸、プロピオン酸、シュウ酸、マロン酸、
塩化水素、硫酸、リン酸及びそれらの混合物からなる群から選択することができる。
【００４９】
ｂ）中間体２－（ヒドロキシメチル）－４－｛（Ｅ）－［２－（ヒドロキシメチル）フェ
ニル］ジアゼニル｝アニリン化合物（１ｂ）を、工程ａ）において得られる中間体２－（
ヒドロキシメチル）－４－｛３－［２－（ヒドロキシメチル）フェニル］トリアザ－１－
エン－１－イル｝アニリン（ｉｖ）の転位によって合成する工程：
【００５０】
【化７】

【００５１】
　この工程は少なくとも１つの鉱酸又は有機酸の存在下で行われる。鉱酸又は有機酸は塩
化水素、トリフルオロ酢酸、硫酸、亜硫酸、炭酸、硝酸、酢酸、プロピオン酸、リン酸及
びそれらの混合物からなる群から選択することができる。代替的には、鉱酸又は有機酸は
塩化水素、硫酸、亜硫酸、酢酸及びそれらの混合物からなる群から選択することができる
。代替的には、鉱酸又は有機酸は酢酸であり得る。
【００５２】
　混合物のｐＨは塩基を添加することによって増大する。塩基は酢酸ナトリウムであり得
る。
【００５３】
　この工程において使用される溶媒（複数の場合もある）は１，２－ジメトキシエタン、
ペンタン、シクロペンタン、ヘキサン、シクロヘキサン、ベンゼン、トルエン、１，４－
ジオキサン、ジエチルエーテル、テトラヒドロフラン、メチル－テトラヒドロフラン、ｎ
－ペンタノール、ｎ－ブタノール、酢酸、プロピオン酸、シュウ酸、マロン酸、硫酸、リ
ン酸、イソペンタノール、ｔ－ブタノール、イソプロパノール、ｎ－プロパノール、エタ
ノール、メタノール、グリコール、塩化水素、水及びそれらの混合物からなる群、代替的
にはｎ－ブタノール、イソプロパノール、ｎ－プロパノール、エタノール、メタノール、
酢酸、プロピオン酸、シュウ酸、マロン酸、塩化水素、硫酸、リン酸及びそれらの混合物
からなる群、代替的にはｎ－プロパノール、酢酸、プロピオン酸、シュウ酸、マロン酸、
塩化水素、硫酸、リン酸及びそれらの混合物からなる群から選択することができる。
【００５４】
　更なる工程ｃ）において、式（１ｂ）の化合物を化粧品として許容可能な塩へと変換す
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能な塩であり得る。化粧品として許容可能な塩は塩化物塩、硫酸塩、硫酸水素塩又はマロ
ン酸塩から選択することができる。式（１ｂ）の化合物は塩化水素、硫酸、リン酸、酢酸
、リンゴ酸及びそれらの混合物からなる群から選択される鉱酸又は有機酸を用いて、化粧
品として許容可能な塩へと変換することができる。
【００５５】
半モル当量の非ジアゾ化２－メトキシメチルアニリン（ｉｉ）を用いた２－メトキシメチ
ルアニリン（ｉｉ）のジアゾ化によって式（２ａ）の（２－｛（２Ｅ）－３－［２－（メ
トキシメチル）－４－｛（Ｅ）－［２－（メトキシメチル）フェニル］ジアゼニル｝フェ
ニル］トリアザ－２－エン－１－イル｝フェニル）メタノール化合物、化粧品として許容
可能なその塩又はそれらの混合物を調製する工程
【００５６】
【化８】

【００５７】
　この工程は、２－メトキシメチルアニリン（ｉｉ）を式（ｉｉｉ）の中間体へと変換す
るために少なくとも１つのニトロソ化剤の存在下で行われる。ニトロソ化剤（複数の場合
もある）は亜硝酸ナトリウム、亜硝酸カリウム、五酸化二窒素、ニトロシル硫酸及びそれ
らの混合物からなる群から選択することができる。
【００５８】
　この工程は少なくとも１つの鉱酸又は有機酸の存在下で行われる。鉱酸又は有機酸は塩
化水素、トリフルオロ酢酸、硫酸、亜硫酸、炭酸、硝酸、酢酸、プロピオン酸、リン酸及
びそれらの混合物からなる群から選択することができる。代替的には、鉱酸又は有機酸は
塩化水素、酢酸及びそれらの混合物からなる群から選択することができる。
【００５９】
　この工程において使用される溶媒（複数の場合もある）は１，２－ジメトキシエタン、
ペンタン、シクロペンタン、ヘキサン、シクロヘキサン、ベンゼン、トルエン、１，４－
ジオキサン、ジエチルエーテル、テトラヒドロフラン、メチル－テトラヒドロフラン、ｎ
－ペンタノール、ｎ－ブタノール、酢酸、プロピオン酸、シュウ酸、マロン酸、硫酸、リ
ン酸、イソペンタノール、ｔ－ブタノール、イソプロパノール、ｎ－プロパノール、エタ
ノール、メタノール、グリコール、塩化水素、水及びそれらの混合物からなる群から選択
することができる。代替的には、本工程において使用される溶媒（複数の場合もある）は
ｎ－ブタノール、水及びそれらの混合物からなる群から選択することができる。
【００６０】
２－メトキシメチルアニリン（ｉｉ）を用いたジアゾ化によって式（ｉｉｉ）の中間体を
得た後、該式（ｉｉｉ）の中間体と２－メトキシメチルアニリン（ｉｉ）とのジアゾカッ
プリングによって式（３ａ）の２－（メトキシメチル）－４－｛３－［２－（メトキシメ
チル）フェニル］トリアザ－１－エン－１－イル｝アニリン化合物、化粧品として許容可
能なその塩又はそれらの混合物を調製する工程
【００６１】
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【化９】

【００６２】
　この工程は、２－メトキシメチルアニリン（ｉｉ）を式（ｉｉｉ）の中間体へと変換す
るために少なくとも１つのニトロソ化剤の存在下で行われる。ニトロソ化剤（複数の場合
もある）は亜硝酸ナトリウム、亜硝酸カリウム、五酸化二窒素、ニトロシル硫酸及びそれ
らの混合物からなる群から選択することができる。
【００６３】
　この工程は少なくとも１つの鉱酸又は有機酸の存在下で行われる。鉱酸又は有機酸は塩
化水素、トリフルオロ酢酸、硫酸、亜硫酸、炭酸、硝酸、酢酸、プロピオン酸、リン酸及
びそれらの混合物からなる群から選択することができる。代替的には、鉱酸又は有機酸は
塩化水素、硫酸、亜硫酸、酢酸及びそれらの混合物からなる群から選択することができる
。代替的には、鉱酸又は有機酸は酢酸であり得る。
【００６４】
　この工程は少なくとも１つのラジカル捕捉剤の存在下で行ってもよい。ラジカル捕捉剤
はアクリロニトリル、メタクリレート、尿素及びそれらの混合物からなる群から選択する
ことができる。少なくとも１つのラジカル捕捉剤の使用は、化合物（ｉｖ）の全収率に悪
影響を及ぼす可能性があるアゾタールの形成のリスクを低減するために特に有利であり得
る。
【００６５】
　この工程において使用される溶媒（複数の場合もある）は１，２－ジメトキシエタン、
ペンタン、シクロペンタン、ヘキサン、シクロヘキサン、ベンゼン、トルエン、１，４－
ジオキサン、ジエチルエーテル、テトラヒドロフラン、メチル－テトラヒドロフラン、ｎ
－ペンタノール、ｎ－ブタノール、酢酸、プロピオン酸、シュウ酸、マロン酸、硫酸、リ
ン酸、イソペンタノール、ｔ－ブタノール、イソプロパノール、ｎ－プロパノール、エタ
ノール、メタノール、グリコール、塩化水素、水及びそれらの混合物からなる群、代替的
にはｎ－ブタノール、イソプロパノール、ｎ－プロパノール、エタノール、メタノール、
酢酸、プロピオン酸、シュウ酸、マロン酸、塩化水素、硫酸、リン酸及びそれらの混合物
からなる群、代替的にはｎ－プロパノール、酢酸、プロピオン酸、シュウ酸、マロン酸、
塩化水素、硫酸、リン酸及びそれらの混合物からなる群から選択することができる。
【００６６】
アゾ直接染料化合物を含む組成物
　本発明は、化粧品として許容可能な担体中に本明細書で先に規定される少なくとも１つ
の式（Ｉ）又は式（ＩＩ）又は式（ＩＩＩ）の化合物を含む繊維の染色用の組成物にも関
する。該組成物はケラチン繊維又は合成繊維の染色用の組成物であってもよい。
【００６７】
　組成物は、組成物の総重量に対して０．０００１％～１０％、代替的には０．０００１
％～５％、代替的には０．０００１％～４％の範囲の総量の式（Ｉ）又は式（ＩＩ）又は
式（ＩＩＩ）の化合物（複数の場合もある）を含むことができる。
【００６８】
化粧品として許容可能な担体
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　組成物は化粧品として許容可能な担体を含む。化粧品として許容可能な担体は水、又は
通例十分に水溶性でない化合物を溶解するための水と少なくとも１つの有機溶媒との混合
物から選択することができる。
【００６９】
　好適な有機溶媒には、Ｃ１～Ｃ４低級アルカノール（例えばエタノール、プロパノール
、イソプロパノール）；芳香族アルコール（例えばベンジルアルコール及びフェノキシエ
タノール）；ポリオール及びポリオールエーテル（例えばカルビトール、２－ブトキシエ
タノール、プロピレングリコール、プロピレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレ
ングリコールモノエチルエーテル、モノメチルエーテル、ヘキシレングリコール、グリセ
ロール、エトキシグリコール、ブトキシジグリコール、エトキシジグリセロール、ジプロ
ピレングリコール、ポリグリセロール）；炭酸プロピレン；並びにそれらの混合物が挙げ
られるが、それらに限定されない。
【００７０】
　化粧品として許容可能な担体は、水、エタノール、プロパノール、イソプロパノール、
グリセロール、１，２－プロピレングリコール、ヘキシレングリコール、エトキシジグリ
コール及びそれらの混合物からなる群から選択することができる。
【００７１】
　組成物は、特に組成物の総重量に対して７０％未満又は５０％未満又は３０％未満の総
量の水を主成分として含むことができる。通例、存在する場合、組成物は組成物の総重量
に対して１％～３０％の範囲の総量の有機溶媒を含む。
【００７２】
　組成物は組成物の特性を更に高めるために、特許請求の範囲によって除外されない限り
において更なる成分を含むことができる。
【００７３】
　好適な更なる成分には、溶媒；酸化剤；アルカリ化剤；酸化染料前駆体、直接染料；キ
レート物質；ラジカル捕捉剤；ｐＨ調整剤、及び緩衝剤；増粘剤及び／又はレオロジー調
整剤；炭酸イオン源；ペルオキシ一炭酸イオン源；アニオン性、カチオン性、非イオン性
、両性すなわち双性イオン界面活性剤、及びそれらの混合物；アニオン性、カチオン性、
非イオン性、両性すなわち双性イオンポリマー、及びそれらの混合物；香料；酵素；分散
剤；過酸化物安定剤；抗酸化剤；天然成分（例えばタンパク質、タンパク質化合物、及び
植物抽出物）；コンディショニング剤（例えばシリコーン及びカチオン性ポリマー）；セ
ラミド；保存剤；乳白剤及びパール剤（例えば二酸化チタン及びマイカ）；並びにそれら
の混合物が挙げられるが、それらに限定されない。
【００７４】
　上記で言及したものの、以下に特に記載しない好適な更なる成分は、International Co
smetics Ingredient Dictionary and Handbook, (8th ed.; The Cosmetics, Toiletry, a
nd Fragrance Association)に挙げられるものである。特に、vol. 2, sections 3 (Chemi
cal Classes)及び4 (Functions)が、特定の目的又は複数の目的を実現するような具体的
な補助剤を特定する上で有用である。これらの成分の幾つかについて以下で議論するが、
これは当然ながら包括的なものではない。
【００７５】
直接染料
　組成物は、本明細書で先に規定される式（Ｉ）又は式（ＩＩ）又は式（ＩＩＩ）の化合
物に加えて少なくとも１つの付加的な直接染料を更に含んでいてもよい。
【００７６】
　組成物は、組成物の総重量に対して０．０００１％～１０％、代替的には０．０００１
％～５％、代替的には０．０００１％～４％の範囲の総量の式（Ｉ）又は式（ＩＩ）又は
式（ＩＩＩ）の化合物を含む直接染料を含むことができる。
【００７７】
　好適な直接染料には、酸染料、例えばアシッドイエロー１、アシッドオレンジ３、アシ
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ッドブラック１、アシッドブラック５２、アシッドオレンジ７、アシッドレッド３３、ア
シッドイエロー２３、アシッドブルー９、アシッドバイオレット４３、ＨＣブルー１６、
アシッドブルー６２、アシッドブルー２５、アシッドレッド４；塩基染料、例えばベーシ
ックブラウン１７、ベーシックレッド１１８、ベーシックオレンジ６９、ベーシックレッ
ド７６、ベーシックブラウン１６、ベーシックイエロー５７、ベーシックバイオレット１
４、ベーシックブルー７、ベーシックブルー２６、ベーシックレッド２、ベーシックブル
ー９９、ベーシックイエロー２９、ベーシックレッド５１、ベーシックオレンジ３１、ベ
ーシックイエロー８７、ベーシックブルー１２４、４－（３－（４－アミノ－９，１０－
ジオキソ－９，１０－ジヒドロアントラセン－１－イルアミノ）プロピル）－４－メチル
モルホリン－４－イウム－メチル硫酸塩、（Ｅ）－１－（２－（４－（４，５－ジメチル
チアゾール－２－イル）ジアゼニル）フェニル）（エチル）アミノ）エチル）－３－メチ
ル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウムクロリド、（Ｅ）－４－（２－（４－（ジメチルア
ミノ）フェニル）ジアゼニル）－１－メチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イ
ル）ブタン－１－スルホン酸塩、（Ｅ）－４－（４－（２－メチル－２－フェニルヒドラ
ゾノ）メチル）ピリジニウム－１－イル）ブタン－１－スルホン酸塩、Ｎ，Ｎ－ジメチル
－３－（４－（メチルアミノ）－９，１０－ジオキソ－４ａ，９，９ａ，１０－テトラヒ
ドロアントラセン－１－イルアミノ）－Ｎ－プロピルプロパン－１－アミニウムブロミド
；分散染料、例えばディスパースレッド１７、ディスパースバイオレット１、ディスパー
スレッド１５、ディスパースブラック９、ディスパースブルー３、ディスパースブルー２
３、ディスパースブルー３７７；ニトロ染料、例えば１－（２－（４－ニトロフェニルア
ミノ）エチル）ウレア、２－（４－メチル－２－ニトロフェニルアミノ）エタノール、４
－ニトロベンゼン－１，２－ジアミン、２－ニトロベンゼン－１，４－ジアミン、ピクラ
ミン酸、ＨＣレッドＮｏ．１３、２，２’－（２－ニトロ－１，４－フェニレン）ビス（
アザンジイル）ジエタノール、ＨＣイエローＮｏ．５、ＨＣレッドＮｏ．７、ＨＣブルー
Ｎｏ．２、ＨＣイエローＮｏ．４、ＨＣイエローＮｏ．２、ＨＣオレンジＮｏ．１、ＨＣ
レッドＮｏ．１、２－（４－アミノ－２－クロロ－５－ニトロフェニルアミノ）エタノー
ル、ＨＣレッドＮｏ．３、４－アミノ－３－ニトロフェノール、４－（２－ヒドロキシエ
チルアミノ）－３－ニトロフェノール、２－アミノ－３－ニトロフェノール、２－（３－
（メチルアミノ）－４－ニトロフェノキシ）エタノール、３－（３－アミノ－４－ニトロ
フェニル）プロパン－１，２－ジオール、ＨＣイエローＮｏ．１１、ＨＣバイオレットＮ
ｏ．１、ＨＣオレンジＮｏ．２、ＨＣオレンジＮｏ．３、ＨＣイエローＮｏ．９、ＨＣレ
ッドＮｏ．１０、ＨＣレッドＮｏ．１１、２－（２－ヒドロキシエチルアミノ）－４，６
－ジニトロフェノール、ＨＣブルーＮｏ．１２、ＨＣイエローＮｏ．６、ＨＣイエローＮ
ｏ．１２、ＨＣブルーＮｏ．１０、ＨＣイエローＮｏ．７、ＨＣイエローＮｏ．１０、Ｈ
ＣブルーＮｏ．９、２－クロロ－６－（エチルアミノ）－４－ニトロフェノール、６－ニ
トロピリジン－２，５－ジアミン、ＨＣバイオレットＮｏ．２、２－アミノ－６－クロロ
－４－ニトロフェノール、４－（３－ヒドロキシプロピルアミノ）－３－ニトロフェノー
ル、ＨＣイエローＮｏ．１３、６－ニトロ－１，２，３，４－テトラヒドロキノキサリン
、ＨＣレッドＮｏ．１４、ＨＣイエローＮｏ．１５、ＨＣイエローＮｏ．１４、Ｎ２－メ
チル－６－ニトロピリジン－２，５－ジアミン、Ｎ１－アリル－２－ニトロベンゼン－１
，４－ジアミン、ＨＣレッドＮｏ．８、ＨＣグリーンＮｏ．１、ＨＣブルーＮｏ．１４；
天然染料、例えばアナトー、アントシアニン、ビートルート、カロチン、カプサンチン、
リコピン、クロロフィル、ヘンナ、インディゴ、コチニール；及びそれらの混合物が挙げ
られるが、それらに限定されない。
【００７８】
酸化剤
　組成物は少なくとも１つの酸化剤を含んでいてもよい。当該技術分野で既知の任意の酸
化剤を使用することができる。好ましい酸化剤は水溶性ペルオキシゲン酸化剤である。本
明細書で使用される場合、「水溶性」とは、標準的な条件において少なくとも約０．１ｇ
、好ましくは約１ｇ、より好ましくは約１０ｇの酸化剤が２５℃で１リットルの脱イオン
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水に溶解し得ることを意味する。酸化剤は、初期の可溶化及びメラニンの脱色（漂白）に
役立ち、毛幹において酸化染料前駆体の酸化（酸化染色）を促進させるものである。
【００７９】
　組成物は、組成物の総重量に対して０．１％～１０％、代替的には１％～７％、代替的
には２％～５％の範囲の総量の酸化剤（複数の場合もある）を含むことができる。以下に
記載される各々の特定の酸化剤又はそれらの混合物の量は、組成物中の酸化剤（複数の場
合もある）の総量の最大１００％（又は１００％）を占めることができる。
【００８０】
　好適な水溶性酸化剤としては、水溶液中に過酸化水素をもたらすことができる無機ペル
オキシゲン材料が挙げられるが、これに限定されない。
【００８１】
　好適な水溶性ペルオキシゲン酸化剤としては、過酸化水素；無機アルカリ金属過酸化物
（例えば過ヨウ素酸ナトリウム及び過酸化ナトリウム）；有機過酸化物（例えば過酸化尿
素及びメラミン過酸化物）；無機過酸化水素化物塩漂白化合物（例えば過ホウ酸塩、過炭
酸塩、過リン酸塩、過ケイ酸塩、過硫酸塩等のアルカリ金属塩）；及びそれらの混合物が
挙げられるが、これらに限定されない。無機過酸化水素化物塩を例えば一水和物、四水和
物として組み込むことができる。アルキル／アリール過酸化物及び／又はペルオキシダー
ゼも使用することができる。所望であれば、２つ以上のかかる酸化剤の混合物を使用する
ことができる。酸化剤（複数の場合もある）は水溶液で、又は使用前に溶解させる粉末と
して供給してもよい。
【００８２】
　組成物は過酸化水素、過炭酸塩、過硫酸塩及びそれらの混合物からなる群から選択され
る少なくとも１つの水溶性酸化剤を含んでいてもよい。
【００８３】
　本明細書で使用される考え得る酸化剤は、過酸化水素の供給源及び炭酸水素イオンの供
給源からｉｎ　ｓｉｔｕで形成されるペルオキシ一炭酸イオンの供給源である。さらに、
この系は、アンモニア又はアンモニウムイオンの供給源と組み合わせた場合にも特に効果
的である。したがって、これらのペルオキシ一炭酸イオンの任意の供給源を使用すること
ができる。本明細書で使用される好適な供給源としては、炭酸イオン、カルバミン酸イオ
ン及び炭酸水素イオンのナトリウム塩、カリウム塩、グアニジン塩、アルギニン塩、リチ
ウム塩、カルシウム塩、マグネシウム塩、バリウム塩、アンモニウム塩並びにそれらの混
合物、例えば炭酸ナトリウム、炭酸水素ナトリウム、炭酸カリウム、炭酸水素カリウム、
炭酸グアニジン、炭酸水素グアニジン、炭酸リチウム、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウ
ム、炭酸バリウム、炭酸アンモニウム、炭酸水素アンモニウム及びそれらの混合物が挙げ
られる。過炭酸塩を酸化剤及び炭酸イオンの供給源を兼ねるものとして使用してもよい。
好ましい炭酸イオン、カルバミン酸イオン及び炭酸水素イオンの供給源は炭酸水素ナトリ
ウム、炭酸水素カリウム、カルバミン酸アンモニウム及びそれらの混合物である。
【００８４】
アルカリ化剤
　組成物は少なくとも１つのアルカリ化剤を含んでいてもよい。当該技術分野で既知の任
意のアルカリ化剤（複数の場合もある）を使用することができる。組成物は通例、組成物
の総重量に対して０．１％～１０％、代替的には０．５％～６％、代替的には１％～４％
の範囲の総量のアルカリ化剤を含むことができる。以下に記載される各々の特定のアルカ
リ化剤又はそれらの混合物の量は、組成物中のアルカリ化剤（複数の場合もある）の総量
の最大１００％（又は１００％）を占めることができる。
【００８５】
　アルカリ化剤（複数の場合もある）はアンモニア、水酸化アンモニウム、炭酸アンモニ
ウム、アルカノールアミン（モノエタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノー
ルアミン、モノプロパノールアミン、ジプロパノールアミン、トリプロパノールアミン、
２－アミノ－２－メチル－１，３－プロパンジオール、２－アミノ－２－メチル－１－プ
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ロパノール及び２－アミノ－２－ヒドロキシメチル－１，３－プロパンジオール等）、グ
アニジウム塩、アルカリ金属水酸化物（水酸化ナトリウム等）、アルカリ金属炭酸塩及び
それらの混合物からなる群から選択することができる。代替的には、アルカリ化剤（複数
の場合もある）はアンモニア、水酸化アンモニウム、モノエタノールアミン、ジエタノー
ルアミン、トリエタノールアミン、モノプロパノールアミン、ジプロパノールアミン、ト
リプロパノールアミン、２－アミノ－２－メチル－１，３－プロパンジオール、２－アミ
ノ－２－メチル－１－プロパノール、２－アミノ－２－ヒドロキシメチル－１，３－プロ
パンジオール及びそれらの混合物からなる群から選択することができる。代替的には、ア
ルカリ化剤はモノエタノールアミンであり得る。好ましくは、存在する場合、アンモニウ
ムイオン及び炭酸イオンは３：１～１：１０、代替的には２：１～１：５の重量比で組成
物中に存在する。
【００８６】
　組成物はアンモニアを実質的に含まない場合がある。「アンモニアを実質的に含まない
」という用語は、本発明の組成物がアンモニア（アンモニウムイオンを含む）を完全に含
まないか、又は微量、例えば組成物の総重量に対して１％以下、若しくは０．５％以下、
若しくは０．３％以下、若しくは０．１％以下のアンモニア（アンモニウムイオンを含む
）を含有することを意味する。組成物がアンモニアを実質的に含まない実施形態では、組
成物はモノエタノールアミン等のアルカノールアミンを含み得る。
【００８７】
ｐＨ調整剤及び緩衝剤
　組成物はアルカリ化剤（複数の場合もある）の代わりに又はそれに加えて、ｐＨ調整剤
及び／又は緩衝剤を、組成物のｐＨを１．５～１１、代替的には２～１０、代替的には２
．２～約９の範囲に含まれるように調整するのに十分に効果的な量で更に含んでいてもよ
い。
【００８８】
　好適なｐＨ調整剤及び／又は緩衝剤には、アンモニア；アルカノールアミド（例えばモ
ノエタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、モノプロパノールア
ミン、ジプロパノールアミン、トリプロパノールアミン、トリプロパノールアミン、２－
アミノ－２－メチル－１－プロパノール、２－アミノ－２－ヒドロキシメチル－１，３，
－プロパンジオール）；グアニジウム塩；アルカリ金属及びアンモニウムの水酸化物及び
炭酸塩；並びにそれらの混合物が挙げられるが、それらに限定されない。
【００８９】
　更なるｐＨ調整剤及び／又は緩衝剤には、水酸化ナトリウム；炭酸アンモニウム；酸味
料（acidulants）（例えばリン酸、酢酸、アスコルビン酸、クエン酸、又は酒石酸、塩酸
を含む無機及び無機酸）；及びそれらの混合物が挙げられるが、それらに限定されない。
【００９０】
増粘剤及び／又はレオロジー調整剤
　組成物は、少なくとも１つの増粘剤を、組成物に粘度を付与するのに十分な量で更に含
んでいてもよく、そのため、この組成物は、毛髪から過度に液垂れせずに散らかることな
く、毛髪に容易に塗布することができるようになる。
【００９１】
　組成物は、組成物の総重量に対して、少なくとも０．１％、代替的には少なくとも０．
５％、代替的には少なくとも１％の範囲の総量の増粘剤（複数の場合もある）を含むこと
ができる。
【００９２】
　好適な増粘剤としては、会合性ポリマー、多糖、非会合性ポリカルボン酸ポリマー、及
びそれらの混合物が挙げられるが、これらに限定されない。
【００９３】
炭酸イオン供給源
　組成物は、炭酸イオン、カルバミン酸イオン、炭酸水素イオンの供給源、及びそれらの
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混合物を、着色プロセス中の毛髪に対するダメージを減らすのに十分な量で更に含んでい
てもよい。
【００９４】
　組成物は、組成物の総重量に対して、０．１％～１５％、代替的には０．１％～１０％
、代替的には１％～７％の範囲の総量の炭酸イオン供給源を含むことができる。
【００９５】
　好適な炭酸イオン供給源には、炭酸ナトリウム、炭酸水素ナトリウム、炭酸カリウム、
炭酸水素カリウム、炭酸グアニジン、炭酸水素グアニジン、炭酸リチウム、炭酸カルシウ
ム、炭酸マグネシウム、炭酸バリウム、炭酸アンモニウム、炭酸水素アンモニウム及びそ
れらの混合物；代替的に、炭酸水素ナトリウム、炭酸水素カリウム及びそれらの混合物；
代替的に炭酸アンモニウム、炭酸水素アンモニウム及びそれらの混合物が挙げられるが、
それらに限定されない。
【００９６】
コンディショニング剤
　組成物は、少なくとも１つのコンディショニング剤を更に含むものであってもよく、及
び／又は少なくとも１つのコンディショニング剤を含む組成物と併せて使用されるもので
あってもよい。
【００９７】
　組成物は、組成物の総重量に対して、０．０５％～２０％、代替的には０．１％～１５
％、代替的には０．２％～１０％、代替的には０．２％～２％、代替的には０．５％～２
％の範囲の総量のコンディショニング剤（複数の場合もある）を含むことができる。コン
ディショニング剤は、別個の前処理組成物及び／又は後処理組成物中に含まれるものであ
ってもよい。
【００９８】
　好適なコンディショニング剤としては、シリコーン、アミノシリコーン、脂肪族アルコ
ール、高分子樹脂、ポリオールカルボン酸エステル、カチオン性ポリマー、カチオン性界
面活性剤、不溶性油及び油由来の材料、並びにそれらの混合物が挙げられるが、これらに
限定されない。付加的なコンディショニング剤は、鉱油、並びにグリセリン及びソルビト
ール等の他の油を含む。
【００９９】
界面活性剤
　組成物は、少なくとも１つの界面活性剤を更に含んでいてもよい。好適な界面活性剤は
概して、炭素数約８～約３０の親油性の鎖長を有し、アニオン性界面活性剤、非イオン性
界面活性剤、両性界面活性剤、カチオン性界面活性剤及びそれらの混合物から選択され得
る。
【０１００】
　典型的に、組成物は、組成物の総重量に対して、１％～６０％、代替的には２％～３０
％、代替的には８％～２５％、代替的には１０％～２０％の範囲の総量の界面活性剤を含
むことができる。
【０１０１】
　組成物は、アニオン性界面活性剤及び両性界面活性剤と、１つ又は複数の非イオン性界
面活性剤との混合物を含むものであってもよい。組成物は、組成物の総重量に対して、０
．１％～２０％、代替的には０．１％～１５％、代替的には５％～１５％の範囲の総量の
アニオン性界面活性剤を含むことができ、また、組成物の総重量に対して、互いに独立し
て０．１％～１５％、代替的には０．５％～１０％、代替的には１％～８％の範囲をとり
得る総量の両性及び／又は非イオン性成分を含むことができる。
【０１０２】
粘度
　組成物は１０００ｃＰｓ～６００００ｃＰｓ、代替的には２０００ｃＰｓ～３００００
ｃＰｓ、代替的には３０００ｃＰｓ～２５０００ｃＰｓの粘度を有し得る。粘度はコーン
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及びプレートを取り付けたブルックフィールド粘度計を用いて測定する。０ｃＰｓ～１２
０００ｃＰｓの範囲の粘度については、Ｓ４２プレートを有するブルックフィールドＤＶ
－１１粘度計を使用する。２ｍｌの組成物のサンプルを２６．７℃で３分間平衡化した後
、１ｒｐｍで読取りを行う。１２０００ｃＰｓ～６００００ｃＰｓの範囲の粘度について
は、Ｓ５２プレートを有するブルックフィールドＤＶ－１粘度計を使用する。０．５ｍｌ
の組成物のサンプルを２６．７℃で１分間平衡化した後、１ｒｐｍで読取りを行う。
【０１０３】
フォーム
　本発明の組成物は、毛髪に塗布されるフォームの形態で提供されるものであってもよい
。フォーム製剤は典型的に、手動操作型の発泡装置と併せて、組成物に組み込まれる発泡
剤を使用することによって実現される。かかる手動操作型の発泡装置は、当該技術分野に
おいて既知のものであり、エアロゾル装置、スクイーズフォーマー及びポンプフォーマー
が挙げられる。
【０１０４】
　好適な発泡剤には、界面活性剤、例えばアニオン性、非イオン性、及び両性の界面活性
剤（非イオン性界面活性剤が好ましい）；多糖（本明細書に記載のようなもの）；ポリビ
ニルピロリドン、及びそのコポリマー；アクリルポリマー、例えばアクリル酸コポリマー
（Ａｃｕｌｙｎ　３３）及びアクリレート／ステアレス－２０メタクリレート（Ａｃｕｌ
ｙｎ　２２）；Ｃ１２～Ｃ２４脂肪酸、例えばステアリン酸塩、及びそれらの混合物が挙
げられる。
【０１０５】
繊維を染色する方法
　本発明は、本発明による組成物を繊維に塗布する、繊維を染色する方法にも関する。該
方法はケラチン繊維又は合成繊維を染色する方法であってもよい。
【０１０６】
　組成物は毛髪に十分な時間、例えば２分間～６０分間、代替的には１０分間～４０分間
にわたって付着させたままにすることができる。次いで、繊維を任意に濯ぎ用組成物又は
水を使用し、任意にクレンジング用組成物を使用して濯いでもよい。次いで、繊維を任意
にコンディショニング及び／又は処理用組成物で処理し、任意に乾燥させてもよい。
【実施例】
【０１０７】
　以下は、本発明の化合物又は組成物の非限定的な実施例である。これらの実施例は、説
明のために挙げているに過ぎず、本発明を限定するように解釈されるものではないため、
本発明の趣旨及び範囲を逸脱することなく、それらの多くの変更形態も実行可能であり、
このような変更形態は当業者によって認識されるものと考えられる。他に指定のない限り
、全ての濃度を重量パーセントとして記載する。
【０１０８】
本発明による化合物の例示的な合成
実施例１：２－（メトキシメチル）－４－｛（Ｅ）－［２－（メトキシメチル）フェニル
］ジアゼニル｝アニリン（式（１ａ））
【０１０９】
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【化１０】

　式（１ａ）による化合物を、以下の実験プロトコルに従って得た。
【０１１０】
　以下の溶液を調製した：
【０１１１】
第１の溶液

【表３】

【０１１２】
第２の溶液

【表４】

【０１１３】
　第２の溶液を第１の溶液に３分間にわたって添加し、１．０５ｋｇの酢酸を第１の溶液
に６０分間にわたって添加した。第１及び第２の溶液並びに酢酸の温度は約０℃とした。
得られる混合物を約０℃～５℃の温度で更に６０分間撹拌した。
【０１１４】
　次いで、２．１０ｋｇの酢酸を、得られる混合物に約０℃～５℃の温度で６０分間にわ
たって添加した。次いで、反応混合物を更に約４時間にわたって約１０℃の温度で撹拌し
た。次いで、１．５ｋｇの氷と１．５ｋｇの水との混合物を添加した。次いで、６５０ｇ
の酢酸ナトリウムを、得られる混合物の温度が１０℃を超えないように得られる混合物に
添加した。反応混合物を更に１０分間にわたって約１０℃の温度で撹拌した。得られる混
合物を１．２ｌの酢酸エチルで３回抽出した。抽出層を合わせ、１．２ｌの水で２回洗浄
した。次いで、溶媒を減圧下で除去し、５６３ｇの粗物質を得た。
【０１１５】
　１ＨＮＭＲスペクトルで観察される化学シフト（上記式に示される）により、得られる
化合物が式（１ａ）の化合物であることが確認される。
【０１１６】
実施例２：（２－｛（Ｅ）－［４－アミノ－３－（ヒドロキシメチル）－フェニル］ジア
ゼニル｝－フェニル）メタノール（式（１ｂ））
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【０１１７】
【化１１】

　式（１ｂ）による化合物を、以下の実験プロトコルに従って得た。
【０１１８】
　以下の溶液を調製した：
第１の溶液
【０１１９】

【表５】

【０１２０】
第２の溶液

【表６】

【０１２１】
　第２の組成物を３０分間にわたって第１の組成物に添加した。第１及び第２の組成物の
温度は約０℃とした。次いで、得られる混合物に１０．０ｇの酢酸ナトリウムを約５℃の
温度で３０分間にわたって滴下した。次いで、得られる混合物を約５℃の温度で更に３０
分間にわたって撹拌した。次いで、沈殿物を濾過し、２０．０ｍＬの水で３回洗浄して、
３．９ｇの粗物質を得た。
【０１２２】
　１ＨＮＭＲスペクトルで観察される化学シフト（上記式に示される）により、得られる
化合物が式（１ｂ）の化合物であることが確認される。
【０１２３】
実施例３：（２－｛（２Ｅ）－３－［２－（メトキシメチル）－４－｛（Ｅ）－［２－（
メトキシメチル）－フェニル］ジアゼニル｝フェニル］トリアザ－２－エン－１－イル｝
フェニル）メタノール（式（２ａ））
【０１２４】
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【化１２】

　式（２ａ）による化合物を、以下の実験プロトコルに従って得た。
【０１２５】
　以下の溶液を調製した：
第１の溶液
【表７】

【０１２６】
第２の溶液
【表８】

【０１２７】
第３の溶液
【表９】

【０１２８】
　第２の溶液を第１の溶液に３分間にわたって添加した。第１及び第２の溶液の温度は約
０℃とした。得られる混合物を０℃～５℃の温度で更に６０分間撹拌した。
【０１２９】
　第３の溶液を反応混合物に０℃～５℃で３０分間にわたって添加した。反応物を室温ま
で温め、１２０分間撹拌した。帯黄色の沈殿物が形成され、これを濾過し、乾燥させた。
粉末を４ｍｌのメタノールでトリチュレートし、濾過し、減圧下で乾燥させ、２７０ｍｇ
の橙色の粉末を得た。
【０１３０】
　１ＨＮＭＲスペクトルで観察される化学シフト（上記式に示される）により、得られる
化合物が式（２ａ）の化合物であることが確認される。
【０１３１】
実施例４：２－（メトキシメチル）－４－｛３－［２－（メトキシメチル）フェニル］ト
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リアザ－１－エン－１－イル｝アニリン（式３ａ）
【０１３２】
【化１３】

【０１３３】
　以下の溶液を調製した：
第１の溶液

【表１０】

【０１３４】
第２の溶液

【表１１】

【０１３５】
　第２の溶液を第１の溶液に３分間にわたって添加し、０．１１ｋｇの酢酸を第１の溶液
に６０分間にわたって添加した。第１及び第２の溶液並びに酢酸の温度は約０℃とした。
得られる混合物を約０℃～５℃の温度で更に６０分間撹拌した。
【０１３６】
　次いで、６５．０ｇの酢酸ナトリウムを、得られる混合物の温度が１０℃を超えないよ
うに得られる混合物に添加した。反応混合物を約１０℃の温度で更に１０分間にわたって
撹拌した。得られる混合物を０．２ｌの酢酸エチルで３回抽出した。抽出層を合わせ、０
．２ｌの水で２回洗浄した。次いで、溶媒を減圧下で除去し、５６３ｇの粗物質を得た。
【０１３７】
　１ＨＮＭＲスペクトルで観察される化学シフト（上記式に示される）により、得られる
化合物が式（３ａ）の化合物であることが確認される。
【０１３８】
本発明による組成物の例
　３つの異なる組成物を、１５ｍｇの本発明による化合物を２５ｍｌのエタノールに溶解
することで本発明によって調製した。異なるタイプの繊維をこれらの組成物により４０℃
の温度で処理した。組成物を異なるタイプの繊維に塗布した。観察される色強度の結果を
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【０１３９】
【表１２】

【０１４０】
　本明細書中に開示される寸法及び値は、列挙される正確な数値に厳密に限定するように
理解されるものではない。むしろ、別段の定めがない限り、各かかる寸法は、列挙した値
と、その値周辺の機能的に等価な範囲の両方を意味することが意図される。例えば、「１
％」と開示される濃度は、「約１％」を意味するものと意図される。



(27) JP 6542366 B2 2019.7.10

10

20

30

40

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ｃ０９Ｂ  29/085    (2006.01)           Ｃ０９Ｂ   29/085    　　　Ｂ        　　　　　
   Ｃ０９Ｂ  37/00     (2006.01)           Ｃ０９Ｂ   37/00     　　　　        　　　　　
   Ｄ０６Ｐ   1/04     (2006.01)           Ｄ０６Ｐ    1/04     　　　　        　　　　　
   Ｄ０６Ｐ   3/14     (2006.01)           Ｄ０６Ｐ    3/14     　　　Ａ        　　　　　
   Ｄ０６Ｐ   3/24     (2006.01)           Ｄ０６Ｐ    3/24     　　　Ｚ        　　　　　
   Ｄ０６Ｐ   3/60     (2006.01)           Ｄ０６Ｐ    3/60     　　　Ａ        　　　　　

(72)発明者  アーベル、ハイケ・ゲルトルート
            ドイツ連邦共和国、６５８２４　シュヴァルバッハ、ズルツバッヒャー・シュトラーセ　４０
(72)発明者  オーザン、アルミン
            ドイツ連邦共和国、６５８２４　シュヴァルバッハ、ズルツバッヒャー・シュトラーセ　４０
(72)発明者  スペックバッヒャー、マルクス
            ドイツ連邦共和国、６５８２４　シュヴァルバッハ、ズルツバッヒャー・シュトラーセ　４０
(72)発明者  ヴェーヴァー、インゴ・ラインホルト
            ドイツ連邦共和国、６５８２４　シュヴァルバッハ、ズルツバッヒャー・シュトラーセ　４０

    審査官  東　裕子

(56)参考文献  特開２００８－１５０３８１（ＪＰ，Ａ）　　　
              中国特許出願公開第１２７９２５９（ＣＮ，Ａ）　　　
              中国特許出願公開第１０４００３９０２（ＣＮ，Ａ）　　　
              Koh, Joonseok et al.，Dyeing properties of 4-amino-4'-fluorosulfonylazobenzene dispers
              e dyes on Poly(ethylene terephthalate)，Fibers and Polymers，２００４年，(2004), 5(2),
               134-138
              Komatsu, Kiroku et al.，Studies on Dyes for polypropylene fibers，Bulletin of Universi
              ty of Osaka Prefecture, Series A: Engineering and Natural Sciences，１９６３年，(1963)
              , 12(1), 77-90
              GEOFFREY HALLAS，The Effects of Terminal Groups in 4-Aminoazobenzene and Disperse Dyes
               Related Thereto，JOURNAL OF THE SOCIETY OF DYERS AND COLOURISTS，１９７９年，vol. 95,
               no. 8, 1979  pages 285 - 294,

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｃ０７Ｃ　　　　
              Ａ６１Ｋ　　　　
              Ｃ０９Ｂ　　　
              Ｄ０６Ｐ　　　　
              ＣＡｐｌｕｓ／ＲＥＧＩＳＴＲＹ（ＳＴＮ）


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

